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●お問合せはこちらまで 

3. 各施設の特徴 (1/2) 
 

 代表的な施設の特徴を掲載しました。費用と内容はあくまで目安です。 

 前回の通信に掲載しましたように、ご本人の状況(疾病の種類、介護度、手持資金、緊急性、
家族との関係等)により、選択する必要があります。 

 
   

 

状態ごとの施
設入居事例 
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事例紹介 

 

有料老人ホー
ムとサ高住 

入居の 

相談先 

名
称 

【有料老人ホーム】 
特 徴 

条件 介
護
な
し 

要
支
援 

要
介 
1～
3 

要
介 
4
～
5 

費用 
(上段/月額) 
(下段/入居金) 
(入居金が不要なところは、家
賃にプラスされています) 

介
護
型 

介護が必要になった場合、ホーム
の提供する介護や食事等のサー
ビスがついた施設。24時間介護
スタッフが常駐しており安心感は
高い  

介護の必要ない
人も入居可能の
ところがある。 △ △ ○ ○ 

・食費+管理費+居住費
=20万円以上  
・介護費は1割または２
割自己負担 
・選択0円、数十万円～ 

住
宅
型 

介護が必要になった場合、外部
(訪問介護等)の介護サービスを
利用しながら生活する。 

介護専用の場合、
入居時に要介護
であること △ △ ○ ○ 

・食費+管理費+居住費
=20万円以上  
・介護費は1割または２
割自己負担 
・選択0円、数十万円～ 

健
康
型 

食事等のサービスがついた施設。
入居時自立していることが基本。 
介護が必要になった場合は、退
居や移室しなければならない 

○ △ × × 

・15～35万円 
・数百万～1億円超 

名称 【介護保険施設】 
特 徴 

条件 介
護
な
し 

要
支
援 

要
介
護 
～
2 

要
介
護 
3
～
5 

費用 
(上段/月額) 
(入居金なし) 
食費・オムツ自己負担 

特別
養護
老人
ホー
ム 

・要介護高齢者のための生活施
設で、医療が必要な場合、医療
機関に移る。 ・医師と看護師は
常勤のところもあり。個室タイプと
相部屋あり。 

65歳以上の要介護者、
または40歳以上の特
定疾病のある人。  
原則 要介護度3以上 

× × △ ○ 

・４人部屋 
 全部7～8万円 
・個室 
 全部15～20万円 
(介護費は1割または
２割自己負担) 

介護
老人
保健
施設 

基本は、医療機関退院後におけ
る自宅との中間施設で、在宅を
目指すリハビリ施設。 
入居期間は3～6カ月。 
医師、看護師、PT,OTが常駐 

65歳以上の要介護者、
または40歳以上の特
定疾病のある人。 
 

× × ○ ○ 

・相部屋 8～13万円  
・個室 約20万円 
        前後 
(介護費は1割または
２割自己負担) 

介護
療養
型医
療施
設 

重医療・要介護高齢者の長期療
養施設。  
将来的には、新型「介護老人保
健施設」に移行予定 

(個人と医療機関の契
約) 

× × ○ ○ 

・相部屋6～20万円 
 
(介護費は1割または
２割自己負担) 
 

凡例: 

○入居可 

△入居できない場合あり 

×:入居できない 

状態にあった 

施設 
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有料老人ホー
ムとサ高住 

入居の 

相談先 

名称 特 徴 条件 介
護
な
し 

要
支
援 

要
介
護 
～
2 

要
介
護 
3～
5 

費用 
(上段/月額) 
(入居金ありもあり) 
食費・オムツ自己負担 

認知
症グ
ルー
プ
ホー
ム 

・５～９名をユニットとして職員と利用
者が家庭的に暮らせる。  
・職員は日中3 、夜間1の割合。 
・重度化すると特養などへの住み替
えが必要になる場合あり 

・65歳以上の要支
援2以上の認知症。 
・該当自治体にす
んでいること 

× △ ○ ○ 

・居住費+共益費
で約12～17万円 
・他、食事+介護
費１割または2割
負担有 
・30～50万円 

グ
ルー
プリ
ビン
グ 

10名前後の住民が個室と共用部分
を使って住みあう自立と共生の住ま
い。 
全国に約100か所あり。 

・60歳以上 
・運営主体によって
は、学生とお年寄り
で住みあうところも 

○ ○ ○ △ 

・家賃+共益費、
食事計  
 約12～15万円  
・入居金が必要な
場合あり 

名称 【軽費養護老人ホーム】 
特 徴 

条件 介
護
な
し 

要
支
援 

要
介
護 
～
2 

要
介
護 
3
～
5 

費用 
(上段/月額) 
(入居金ありもあり) 
食費・オムツ自己負担 

A型 
 
※1 

身寄りのない人、家庭の事情により
家族との同居が難しい人のための施
設。 
Aは240、Bは30ヵ所(全国) 

60歳以上、月収が
34万円以下 

○ ○ ○ △ 

・所得により異なる 
・6万～ 13万円  
(３食込) 

自立
型 

自炊できない程度の身体機能の低
下があり、独立して生活が不十で家
族の支援が受けられない人。 
個室、トイレ、ミニキッチン 

60歳以上の自立者 
当該自治体に住ん
でいる方優先 
所得制限なし 

○ ○ ○ △ 

・食費は5万円前後。  
・他管理費要 

介護
型 

特定施設の指定を受けたケアハウス
もあり。個室で10人で1ユニット。 
３食付で入浴サービス。 
自立型から介護型にシフトしている 

65歳以上の要介護
者 
(自立・介護 併せ
て1864か所) 

○ ○ ○ ○ 

・食費は13万～25
万円。  
・入居金は20年分
前払有もあり 

3. 各施設の特徴 (2/2) 凡例: 

○入居可 

△入居できない場合あり 

×:入居できない 

状態にあった 

施設 


